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厚真町で活動している地域おこし協力隊をご紹介！

現在活動している協力隊〈12月末現在〉

農業 ▽10人　　教育魅力化 ▽３人
起業型 ▽９人　協働型 ▽９人

̶これまでどのような経験を積んできましたか？
幼いころから動物が好きだったため高校を卒業後は、

トリマーを養成する専門学校に通い、トリミングの資格
を取得しましたが、高校生のころからアルバイトをして
いた飲食店の仕事が楽しかったので卒業後も調理の仕事
を続けました。その後は自動車部品の生産工場へ入社し、
北陸地方工場の勤務を経て苫小牧市の工場へ異動になり
ました。
―農業を始めようと思ったきっかけは？
妻の実家がある江別市で、義理の祖父が農業を営んで

いました。現在もビニールハウスが４棟あり、ミニトマ
ト、ジャガイモ、ナス、スイカなどを育てています。実
家に遊びに行った時に作物の収穫などを手伝いながら、
夫婦で「農業を仕事にできたらいいね」と話していまし
た。娘の名前が「苺

いち
香
か
」なので、「イチゴ農家になろう！」

と決めました。

̶新規就農先に厚真町を選んだ理由は？
どの地域で農業を始めるかを探していたところ、妻が

インスタグラムで厚真町のいちご農家さんとつながるこ
とができました。とても親切に農地の見学をさせていた
だき、農業を始めたきっかけや地域おこし協力隊の話な
どを聞かせていただきました。妻の親戚もいるため、親
近感がある厚真町に決めました。
―厚真町ではどのような活動をしていますか？
農家でビニールハウスの設営作業を手伝い、研修農場

ではイチゴやホウレンソウの生産管理のほか、農薬や生
産副資材の在庫管理などについても勉強しています。こ
れまでの工場勤務とは異なり、外での作業が多く気持ち
がいいし、楽しいです。農作業のコツなどを学べるので
とても勉強になることが多いです。
̶３年後の目標を教えてください。
農業支援員の先輩にナスをもらって食べたらとてもお

いしくて驚きました。これまでの調理師の経験を活かし
て、今度は調理師ではなく生産者として、消費者の方に
感動を与えられるような作物（イチゴ）を届けたいです。
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農業支援員

着任：令和６年４月（１年目）
出身：宮城県仙台市

厚真町とみなさんの関係をつなぐウェブ
サイト「あつまのおと」では、地域おこ
し協力隊の情報をはじめ、町の「ヒト・
コト・モノ」、「挑戦と出会い」の情報を
発信しています。
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